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許されない不具合をどう永続的に防ぐか？

- 配属直後に課せられた会計製品の

  金額保証の取り組みにおける工夫ポイント -

クオリティ＆カスタマーサポート

品質エンジニア 

梶田 豊揮 

株式会社 ワークスアプリケーションズ



  

企業にとって、財務諸表(BS/PL/CF)は業績を外部に
発信するための大変重要なツール

金額(残高)の間違い 

すなわち『信用問題』



  

入力 取引のパターン ≦ ∞

集計方法     ＞ 100通り集計

出力方法     ＞ 1万通り出力

決算書をつくるという業務の性質上、
入力から出力までの一連の業務の流れを
保証していく必要があった。



  

機能の仕様 × 業務のパターン

これらが抱える膨大なチェック観点を

どう考えたら漏れなく効率よく

テストしていけるのだろうか？

⇒ ポイントは データ設計 ！！



  

(例１)

 少しでも多くの分岐処理を通そうと、
 任意の設定も含め、すべてのオプションを設定

 ⇒ ON/OFFのパターンで何が最も妥当なのか、
    機能(画面)内で完結できるものなのか

こんな経験ありませんか？

- 機能テスト偏重傾向編 -

実行権限 参照 登録 編集 削除

画面A ◯ － － －

画面B ◯ ◯ ◯ ◯

画面C ◯ ◯ ◯ ◯

画面D － ◯ － －



  

(例２)

 マスタの状態が実際の業務データと乖離

 ⇒ 機能単位で各マスタの想定件数などを出すことは
    簡単だが、様々な組み合わせ(機能×機能)を考慮
    して、マスタデータを設計するのは難しい

こんな経験ありませんか？

- 機能テスト偏重傾向編 -

事業所は都道府県

部門は地方区分

事業セグメントは商品単位
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こんな経験ありませんか？

- 業務データを使って検証編 -

(例１)

 お客様によって運用方法はまちまち

 ⇒ 使われてる機能を上手く把握できているか？
    お客様が100社いるから100社用意するのは非効率！

　邦貨のみ 邦貨 + 外国通貨 　外国通貨のみ



  

こんな経験ありませんか？

- 業務データを使って検証編 -

(例２)

 データの状態は業務にあわせて刻々と変化

 ⇒ 導入(初期)フェーズと運用フェーズでは
　  データの入り方、利用方法が異なるため、
　  時間の経過とともに使えなくなることもある

取引発生



  

利用シーンが明確でかつ体系だったデータの
入った会社データを作成していく必要があった。

そこで、アプローチが異なる２種類の会社データ
を用意した。

◆問題解決 検証用データの設計



  

●機能評価に最適なデータ

マスターの履歴に対応・棚卸などの金額計算処理等
あらゆる機能想定を網羅した会社データを作成

⇒ すべての分岐処理を一度以上通すための
   仕様確認用データ

●業務想定を網羅したデータ

マスター体系、およびトランザクションが業務に
沿っている会社データを作成

⇒ 業務データを参考にした、
   取引の種類や量が実業務に則した検証用データ



  

●機能評価に最適なデータ

●業務想定を網羅したデータ



  

 機能評価に
  最適なデータ

業務想定を
   網羅したデータ

総合的にテスト

不具合を検出



  

打ちっぱなしだけではダメなんです！



  

打ちっぱなしだけではダメなんです！

たとえ７番アイアン１本しか

持ってなかったとしても、



  

打ちっぱなしだけではダメなんです！

たとえ７番アイアン１本しか

持ってなかったとしても、

１８ホールを何回かまわった方が

早くに課題に気づくんです！！



  

AUTOTEST(弊社開発の自動テストツール) × クラウド にて
15万件のテストスクリプトを毎日流しています!

自動テスト、こんな風に流しています



  

   正解ファイル
   正解ファイル

共有サーバー

      実行端末群

 今回出力ファイル    正解ファイル差分比較

結果のメール配信



  

こんな経験ありませんか？

- 業務データを使って検証編 -

(例２)

 データの状態は業務にあわせて刻々と変化

 ⇒ 導入(初期)フェーズと運用フェーズでは
　  データの入り方、利用方法が異なるため、
　  時間の経過とともに使えなくなることもある

取引発生



  

◆問題解決 検証データの保守

バージョンアップ毎に

DBサーバーをバックアップ(SNAPSHOT取得)

⇒ 再現性の確保

クリーン環境と検証環境のデータ差分をチェック

⇒ 評価中に発生した不要なデータを除去、
   検証環境の妥当性を保証



  

◆◇ まとめ ◆◇

・利用シーンに沿ったテストデータを設計する

・テストデータをメンテナンス(保守)する

・データ品質の高い環境で日々テストを実行する

 ⇒ 社内で不具合を早期に発見・修正することで、
    信用問題の発生リスクを軽減させます！

キーワードは『データクオリティ！』



  

もし、この会場にパッケージの導入を検討中の方が

いらっしゃいましたら、弊社の営業、又は

 kajita_t@worksap.co.jp までお願い致します。

ご清聴ありがとうございました！！
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